
指定管理業務評価結果書 
１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 津山市勝北文化センター 

(2) 指定管理者 所在地  岡山県津山市上村３３５番地の8 

名 称  有限会社アライス 

代表者  代表取締役 富田 安彦 

(3) 公の施設の所管部署 津山市教育委員会生涯学習部文化課 

(4) 指定期間 平成２３年４月１日 ～ 平成２８年３月３１日 

(5) 評価対象期間 平成２６年４月１日 ～ 平成２７年３月３１日 

 

２ 施設の利用状況 

(1) 利用者数等 １２,２８１人（前年度１３,４１５人） 

(2) 事業の内容 ・施設管理業務及び自主文化事業等 

（自主文化事業の内容） 

スケートボードイベント、風神太鼓、元気ッズひろば、きもの教室等 

・年間稼働率６２．０９％（前年度７４．３％） 

 

３ 収支の状況 

(1) 収入 

 （指定管理者の収入） 

総額       １５,９８２千円（前年度１８,８１９千円） 

 指定管理料                   １３,９８８千円 

 利用料金収入                   １,８６９千円 

 自主事業収入                     １４千円 

その他の収入                     １１１千円 

 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

総額       １５,３２１千円（前年度１８,８９６千円） 

 主な支出 人件費                   ５,２６１千円 

光熱水費                 ６,９９３千円 

消耗品費                     １７千円 

委託料（施設管理）           ２,０３７千円 

事業費（自主事業等）            ６８千円 

      その他                    ９４５千円 

 

 

４ 総合評価結果 

(1) アンケート調査等の概要 ・親子で楽しめるイベントをして欲しい。 

・冬は大ホールの暖房を付けられていても寒い。 

・トイレの故障が多い。 

(2) 指定管理者の自己評価 交通の便もよく、わかりやすい場所にある,利用しやすいとの声を頂

き、講演会やセミナー、カラオケ発表会の利用が増えた。 

全体的に利用は減少しているので文化・伝統芸術の発表または交流の

場としてお客様とのコミュニケーションを図ることが今後もより大事で

ある。 

(3) 市の評価 利用者数・稼働率ともに昨年度を下回っている。これは自主事業の数

も影響していると思われるので民間業者独自のアイデアと工夫で地域活

性化につながる事業に取り組むことを望む。 

収支については、本年度は黒字を計上している。指定管理期間の４年

目として様々な取り組みで努力した成果が見えてきたところではあ

り、今後の事業運営に期待したい。 

 


